
Akamai API Security Active Testing が他社製品と異なるが他社製品と異なる
理由理由 

スキャナーと侵入テストの間のギャップを埋めるスキャナーと侵入テストの間のギャップを埋める
スキャナーはクローリング、ファジング、入力検証には有用ですが、認可、ワークフロー順
序、オブジェクトアクセス、およびビジネスロジックに依存する API リスクを見逃すこと
がよくあります。手動侵入テストはより詳細な分析が可能ですが、定期的にしか実施できず、
すべての APIやリリースに対して拡張することは困難です。Active Testingは、開発の速度
に合わせて実施できる、自動化された継続的かつ再現可能な API セキュリティテストを提
供します。 

実環境での悪用可能性を検証する実環境での悪用可能性を検証する
コード分析や静的解析ツールは潜在的な問題を指摘できますが、実際の認証、状態、依存関
係、およびビジネスロジック下で API がどのように動作するかまでは判断できず、多くの
フォールス・ポジティブ（誤検知）のノイズが生じる可能性があります。Active Testingは、
（シミュレーションによる現実的な条件下で）テスト対象の API に実際のトラフィックを送
信し、問題が実際に悪用可能かどうかをチームが確認できるようにするとともに、開発者が
その問題を理解し、再現し、修正するためのより明確な根拠を提供します。

実際の実際の API 侵害手法を想定して設計侵害手法を想定して設計
API は、不正な入力だけではなく、不適切なオブジェクトアクセス権限、不十分な認可、 
過剰なデータ公開、パートナーによる不正利用、ワークフローの悪用、および複数ステップ
にわたる操作によって悪用されることが少なくありません。Active Testing はこうした API
固有の攻撃経路を検証できるよう設計されており、従来のWebアプリケーションスキャナー
では見落とされることの多い脆弱性を特定できます。 

Akamai API Security Active Testingは、APIに対する実際の攻撃経路を継続的にシミュレー
トし、スキャナーや定期的な侵入テストでは見落とされることの多い脆弱性を発見します。
これにより、AppSec、DevSecOps、および開発チームは、より安全な API を実装し、 
市場投入までの時間を短縮できます。

APIは、従来のセキュリティテストでは追いつけないほどの速さで変化しています。新しい
エンドポイントはリリースのたびに追加され、認証フローはさらに複雑化しています。また、
ビジネスロジックは環境ごとに変化します。AI を利用した開発によって API の作成は加速
していますが、その一方で、一見正しく見えても実環境で十分に検証されていないコードも
増加しています。 

Active Testing は、チームがこのギャップを埋めるために役立ちます。これは単なる別のス
キャナーではなく、手動侵入テストの代替でもありません。現実的な攻撃をシミュレートし、
悪用可能性を検証し、さらにチームがリリース前に問題を修正するために必要な証拠を提供
することで、継続的かつ自動的に API に対する侵入テストを実施し、スキャナーと手動侵
入テストの間にあるギャップを埋めます。

Akamai API Security Active  
Testing のメリットのメリット

スキャナーでは見落とされる脆弱性を発見スキャナーでは見落とされる脆弱性を発見
API 固有の攻撃経路をシミュレートし、 
認可の不備、ビジネスロジックの欠陥、 
およびマルチステップワークフローのリス
クを特定します。

侵入テストの価値を拡張侵入テストの価値を拡張
継続的かつ再現可能なテストによって、 
手動侵入テスト実施期間の間も API セキュ
リティの適用範囲を拡大します。

迅速に構築し、継続的に修正迅速に構築し、継続的に修正
開発および本番環境導入前の段階で、オン
デマンド、スケジュール実行、または CI／
CD ワークフローを通じてテストを実施で
きます。

実際の悪用可能性を検証実際の悪用可能性を検証
理論上の発見ではなく、実行時にテストさ
れたエビデンスに基づいて問題の優先順位
を決定します。

開発者に実用的な証拠を提供開発者に実用的な証拠を提供
影響を受けるエンドポイント、実行された
テスト、再現に必要なコンテキスト情報、
およびビジネス上のリスクを確認できる 
ため、チームは問題をより迅速に修正でき
ます。

AI 時代の開発を安全にサポート時代の開発を安全にサポート
Active Testing の機能は MCP 経由で提供
されるため、AppSecチームおよび開発チー
ムは、エージェントや AIコーディングアシ
スタントを活用してテストを実行し、証拠を
分析し、推奨コード修正案によって対処を
加速できます。

Akamai ソリューション概要ソリューション概要

Akamai API Security Active Testing
継続的かつ自動化された継続的かつ自動化された API セキュリティ侵入テストセキュリティ侵入テスト
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Akamai API Security Active Testing の活用方法の活用方法

Akamai API Security の構成要素の構成要素
Active Testing は Akamai API Security の一部として提供され、API 探索、ポスチャ、ランタイムのふるまい、テスト、および修復と
連携します。Akamai API Security のインベントリと併用することで、チームは最初にテストすべき API を優先順位付けし、リリース
前に修正すべき問題を特定できます。また、MCPを活用することで、開発者がすでに利用しているエージェントや AIコーディングア
シスタントに Active Testingの機能や証拠を取り込むこともできます。

攻撃者に悪用される前に攻撃者に悪用される前に API をテストするをテストする
Akamai.com にアクセスして、Akamai API Security Active Testing がどのように API セキュリティを継続的に検証し、悪用可能なリ
スクを発見し、展開前のリスク軽減にどのように役立つのかをぜひご確認ください。

本番環境に導入する 本番環境に導入する 
前に前に API をテストをテスト

API 固有の攻撃経路を固有の攻撃経路を
シミュレートシミュレート 

セットアップ時の負担を セットアップ時の負担を 
軽減軽減 

開発者に実行可能な証拠を開発者に実行可能な証拠を
提供提供 

API セキュリティテストは、
下位環境、本番前環境、およ
び制御された本番環境シナリ
オで実行できます。チームは
オンデマンド、スケジュール
実行、または CI/CD ワーク
フローの一部として API を
テストできます。

ワークフロー、認可の不備、
オブジェクトアクセスパ
ターン、およびビジネスロ
ジック経路を含む、攻撃者
による悪用手法を再現して
APIをテストします。

仕様、Akamai API Security イン
ベントリ、または AI コーディン
グアシスタントのワークフローか
ら API をオンボーディングでき
ます。Akamai が管理する SaaS
ワーカー、顧客が管理するテレ
ワーカー、CI/CD ワークフロー、
またはスケジュール設定されたテ
ストを利用してスキャンを実行し
ます。

影響を受けるエンドポイント、 
問題をトリガーしたテスト、その
重要性、およびチームがリスクを
再現または検証する方法を確認で
きます。エージェントや AI コー
ディングアシスタントを活用して
テスト結果を分析し、推奨コード
修正案を迅速に取得できます。
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